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This paper discusses the current educational management of Nagasaki University based on the 
analysis of class questionnaires. 
In the 2020 academic year, the global epidemic of COVID-19 forced many universities to 
change their teaching styles. The rapid change from face-to-face classes to online classes has 
had a tremendous impact on students' learning. As a result, the results of class questionnaires, 
which reflect the status of learning, are also expected to show some indexical changes. 
In this paper, we will analyze the results of the class questionnaire to see what part of each 
indicator has changed. Next, by comprehensively judging the multiple indicators obtained from 
the analysis results, we will examine the current state of educational management. Although 
this analysis is different from conventional statistical analysis, such as deriving what students 
want from each class, it can be expected to be used in other surveys as an example of 
comprehensive analysis. In addition, by proposing a specific analysis method for the use of 
class questionnaires, which is still insufficient at this university, it is expected to make a certain 
contribution to the improvement of learning and teaching. 
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1.2 教学 IR を主体とした分析体制と課題 
 本学の教学 IR 部門は、現在センター（大学教育
イノベーションセンター）教員とテクニカルスタ






































 次に、連結の主キーとなる科目 ID の統合が不
十分な点である。例えば、新カリキュラムと旧カ














































（大学院含む）については表 3 のとおりである。 












































 はじめに、設問 1 をもとに各科目ベースの満足
度について学部全体の年度別推移を示す。 
 図 3をみると 2020年度の学部平均満足度は 4.13





























表 4：授業形態別の満足度（2020 年度 3Q のみ） 
 













は、最小 1 人から最大では 350 名を超える。この





履修者数の分類を、「5 人未満」、「5 人以上 30 人未







 表 6 には分類別の平均満足度を示した。これを
見ると 2019 年度から 2020 年度における満足度の






























 図 5 は、アンケート実施時点での認定学年別の
満足度平均を示したものである。図中の上段では
アンケート年度当事の認定学年が 1 年生から 3 年
生まで、下段では 4 年生から 6 年生のそれぞれの
推移が示されている。 
 図 5 上段では、1 年生から 3 年生それぞれが各
年度とも満足度 4.1 前後を示しており、概ね安定
した推移が認められる。また、懸念されていた
2020 年度の 1 年生に関して、満足度の落ち込みと
いったネガティブな状況も確認されなかった。 
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図 5：上級生（3～6 年生）の平均満足度推移 
 
 続いて、図 5 下段の 4 年生から 6 年生について
確認する。本学では医歯薬系学部の一部学科で 6
年制が採用されているため、該当する学科を対象
に 5 年生と 6 年生が図示されている。 
 これを見ると、いずれの学年も 2019 年度から
2020 年度へ移行した際に推移が落ち込むことが
分かる。この中で、5 年生に関しては差が 1.0 ポイ
ント以上となっており顕著な落ち込みが確認でき
る。また、卒業見込み生となる 4 年生や 6 年生に




た。その結果、1 年生から 3 年生は各年度とも満
足度の推移が概ね安定していた。逆に、卒業見込























 図 6 は、授業アンケートの対象科目別の授業外
学修時間（週平均）を箱ひげ図にプロットしたも
のである。ここでは、後述の図 7 と比較がしやす




























 図 6 を見る限りでは、2017 年度から 2020 年度
にかけて大きな変動は見られない。また中央値に





 次に、図 7 で個人別の授業外学修時間（週平均）
の状況をみる。図 7 は、図 6 で使用した同じデー
タを学生個人に組み替え、さらに学年別でプロッ





















 表 8 は、図 7 をもとに個人別の中央値を示した
ものである。図 7 で 2020 年度と他の年度では差
が見られたが、表 8 の中央値を比較する限りでも
その差は明らかな状況である。2020 年度と他の年
度との中央値の差は、1 年生で約 1.6 倍程度、2、
3 年生で約 1.7 倍程度となり、4 年生では約 2 倍前
後となる。 
 図 6、図 7、表 8 の一連の分析を総合的に検討
する。図 6 からは、科目ベースにおける学修時間
のマネジメントに大きな変動がなく、かつ安定し















年度 2017 2018 2019 2020 2017 2018 2019 2020
中央値 0.88 0.89 0.88 1.39 0.75 0.75 0.75 1.30
年度 2017 2018 2019 2020 2017 2018 2019 2020
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図 8：授業外学修時間と累積 GPA の関係 
 








































































トについて、導入時点の 2017 年度より現 2020 年
度までの結果を比較した。 
 回答率を確認すると、初年度となる 2017 年度











































































に目を向ける。図 9 や図 10 より、学修意欲や自主
性に関するポジティブな回答割合は年度によって
落ち込みを見せることはなく、新型感染症の影響
後に至ってもむしろ伸張している。外出や自粛を
求められる期間が長かったため、授業により向き
合う他なかったとも考えられるが、つらい状況が
続く中、教職員、学生の双方が学修への意欲を喪
失させないように数多の努力をした点について率
直に称えるべき結果といえる。 
 残念ながら、協働の機会については、「機会がな
かった」と回答した割合が大幅に増える結果とな
った（図 11）。また、協働作業に積極的に取り組ん
だ学生と、その機会がなかった学生とでは獲得し
たといえる能力の選択率に差が生じていた（図
12）。具体的には、表現能力やディスカッション能
力、他者への理解といった回答項目に大きな選択
差が見受けられた。状況的に仕方のない部分も多
いが、オンライン授業を行いつつ協働作業を生み
出せるような手法を何とか見出していければと期
待される。 
 以上、本学の授業アンケート結果について 2017
年度から 2020 年度まで比較した。全学的には何
か緊急性が問われるような状況はないといえる。
しかし、指標によっては、特に 2020 年度に多少の
影響が見受けられる部分があり、これらの推移を
今後は注視していく必要がある。 
 最後に今後の課題を示す。分析に関しては、そ
の粒度や分類についてさらに検討する必要がある。
例えば、学部別の分析といった視点は本稿では取
り上げられていない。大きな母集団のみで分析を
続けると時に判断を誤ることがある。よって、今
後も様々な視点から分析を試みつつ、総合的な考
察を重ねていく必要がある。 
 また、今回の分析では選択式の項目を中心に定
量的な分析に終始した。これでは指標が示す内容
構成について明らかにすることができない。この
点を補完するためにも、今後は設問 9 以降の自由
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記述回答の分析にも着手する必要がある。 
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